
 

船舶事故等調査報告書 

平成２４年３月２９日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１１那第４９号 

事故等種類 乗揚 

発生日時 平成２３年１１月１６日 ０２時００分ごろ 

発生場所 
 

沖縄県うるま市石川東恩納
おんな

地区の海岸 

うるま市所在の金武
き ん

中 城
なかぐすく

港電源開発シーバース灯から真方位２３０°

１,７９６ｍ付近 

（概位 北緯２６°２４.８′ 東経１２７°５０.３′） 

事故等調査の経過  平成２３年１１月２１日、本事故の調査を担当する主管調査官（那覇事

務所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

漁船 勝津
か つ

丸、４.０トン 

 ＯＮ３－７１２３６（漁船登録番号）、個人所有 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

 死傷者等 なし 

 損傷 舵、プロペラ折損、船底部破口多数、擦過傷多数 

 事故等の経過 
 

本船は、船長が１人で乗り組み、うるま市伊計
いけい

島東方沖でいか釣り漁を

終え、船首が約０.８０ｍ、船尾が約０.８５ｍの喫水で金武中城港石川地

区に向け、伊計島西北西沖を約７ノットの速力で自動操舵により西進中、

船長が、操舵室の椅子に座って見張りを行っていたところ、居眠りに陥

り、平成２３年１１月１６日０２時００分ごろ石川東恩納地区の海岸に乗

り揚げた。 

船長は、乗揚の衝撃で目を覚まし、自力で海岸に泳ぎ着き、漁業協同組

合に救助を求めた。 

本船は、後日、サルベージ船によって吊り上げられ、金武中城港石川地

区まで運ばれた。 

 気象・海象 

 

気象：天気 曇り、風向 東、風力 ７ 

海象：波高 ２ｍ、潮汐 下げ潮の末期 

 その他の事項 船長は、食事の後で眠気を感じていたが、時化ていたので目を覚ますた

めに操舵室から出ることができず、金武中城港中央部に設置された灯浮標

を通過した後、機関を止めて仮眠をとるつもりであったが、その前に居眠

りに陥った。 

本船のレーダーは、故障中であったため、接近警報をセットすることが

できなかった。 

船長は、救命胴衣を着用していなかった。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

あり 

なし 

なし 

 本船は、伊計島西北西沖を自動操舵により西進

中、船長が、椅子に腰を掛けた状態で見張りを行

っていたところ、居眠りに陥ったことから、石川



 

東恩納地区の海岸に向けて航行し、同海岸に乗り

揚げたものと考えられる。 

原因  本事故は、夜間、本船が、伊計島西北西沖を西進中、船長が居眠りに陥

ったため、石川東恩納地区の海岸に向けて航行し、同海岸に乗り揚げたこ

とにより発生したものと考えられる。 

 




